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第６回北陽マラソン

あけまして
　おめでとうございます



１２月定例市議会　報告

議会の動き

平成２３年１０月１日に斐川町と合併することなど、７６議案を
議決しました。

平成２２年度一般会計１２月補正予算

区　分

一般会計

補正前予算 12月補正後予算

63,873,973 546,900 64,420,873 △5.9%

補正予算額 対前年度12月
補正後予算比

単位：千円

市街地水害解消対策事業
学校耐震化対策推進事業
ふるさと融資貸付事業
松くい虫対策事業
住宅用太陽光発電システム設置費補助

41,000千円
22,000千円
357,000千円
10,000千円

14,400千円

200,000千円
163,000千円

12,400千円
68,000千円
48,900千円

障がい者自立支援サービス給付費
生活保護費
島根県知事・県議会議員一般選挙費

市税還付金
電算統合事業負担金 など

１２月補正予算（第５回・第６回補正予算）主要事業

　１２月一般会計補正予算（第５回・第６回）は、市街地の浸水被害を解消するための調整池整備工事
や学校耐震化対策として木造校舎の耐震診断を実施するなどの生活安全対策をはじめとして、３事業所
に対する「ふるさと融資」の貸し付け、障がい者自立支援サービスや生活保護費などの扶助費を追加す
るものや、平成２３年１０月の斐川町との合併に向け、電算統合を進めるための基本設計調査費負担
金を補正するものです。

平成22年度
開会　平成22年(2010)11月30日(火)　  閉会　平成22年(2010)12月20日(月)

会期21日間
11月30日(火)
　　　　　　
　　　　　 
　　　　　 
12月３日(金)

６日(月)
７日(火)

本会議(開会、議案上程・説明
委員会付託、委員長報告、討論、採決)
出雲・斐川合併特別委員会
総務委員会
本会議(一般質問・1日目)
本会議(一般質問・2日目)
本会議(一般質問・3日目、議案質疑、
委員会付託)

12月９日(木)
10日(金)
13日(月)
14日(火)
15日(水)
20日(月)

総務委員会
文教厚生委員会
環境経済委員会
建設水道委員会
予算特別委員会
総務委員会
本会議(委員長報告、討論、
採決、閉会)

第3回 出雲市議会(定例会)会期日程

　１２月定例市議会では、執行部から７１件の議案が提案されました。
　その内容は、「平成２２年度(2010)出雲市一般会計第４回補正予算」の専決処分の承認につい
て１件、「出雲市及び簸川郡斐川町の廃置分合について」などの議案５１件、「平成２２年度(2010)
出雲市一般会計第５回、第６回補正予算」などの予算案８件、「出雲市一般職の職員の給与に関す
る条例等の一部を改正する条例」などの条例案１０件、「人権擁護委員候補者につき意見を求め
ることについて」の議案１件が提案され、すべての議案を原案のとおり承認、可決または同意しま
した。
　議員提出議案としては、「飲酒運転撲滅の議員誓約に関する決議」を可決しました。また、「地方
財政の充実・強化を求める意見書」および「農林水産業への十分な配慮なくしてＴＰＰ(環太平洋戦
略的経済連携協定）交渉に参加することに反対する意見書」について、可決しました。「国民健康
保険の国庫負担増額を求める意見書」については、否決しました。

議会の動き
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審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
条
例

四
件
、
そ
の
他
議
案
二
件
、
請
願
三
件
で

す
。

　

議
第
五
十
六
号｢

出
雲
市
外
部
監
査
契

約
に
基
づ
く
監
査
に
関
す
る
条
例｣
は
、

監
査
機
能
の
専
門
性
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
に
対
応
し
た
行

政
体
制
の
整
備
と
、
適
正
な
予
算

の
執
行
を
図
る
た
め
、
従
来
の
監

査
委
員
制
度
に
加
え
、
外
部
の
専

門
家
に
よ
る
監
査
を
可
能
と
す
る

外
部
監
査
制
度
を
導
入
す
る
新
た

な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

漫
然
と
し
た
予
算
の
執
行
の
改

善
を
図
る
た
め
に
は
、
監
査
機
能

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

内
容
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
第
百
十
一
号｢

市
長
及
び
副

市
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例｣

は
、
今
年
度
に
入
り
、
固
定

資
産
税
な
ど
に
お
け
る
住
宅
用
地

特
例
制
度
の
適
用
漏
れ
、
国
庫
補

助
事
業
に
係
る
事
務
費
な
ど
の
不

適
切
な
経
理
処
理
の
発
生
、
職
員

の
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
な
ど
が
続
い
て
発
生
し
、
市
政

の
信
用
を
失
墜
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
長

及
び
副
市
長
の
一
カ
月
間
の
給
与
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

　

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
一
層
の
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
と
と

も
に
、
担
当
部
課
長
の
処
分
も
明
確
に
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
指
定

管
理
者
指
定
議
案
十
四
件
、
陳
情
二
件
で

す
。

　

指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
の
一
例
と
し

て
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
五
年
間
、

「
す
ぱ
ー
く
出
雲
」
、
「
出
雲
市
北
山
健

康
温
泉
保
養
施
設
」
の
指
定
管
理
者
に
有

限
会
社
ト
ラ
ベ
ル
シ
リ
ウ
ス
を
指
定
す
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、
一

部
の
委
員
か
ら
は
、
地
元
団
体

が
指
定
を
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、

否
決
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
き
ち
ん
と
し

た
手
続
き
で
公
募
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
結
果
に
つ
い
て
は
や

む
を
得
な
い
が
、
公
募
条
件
の

見
直
し
な
ど
、
指
定
管
理
の
在

り
方
を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
な
ど
多
数
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
十
三
議
案
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
七
号
「
遙
堪
児
童
ク

ラ
ブ
新
規
施
設
整
備
並
び
に
設

置
・
運
営
に
関
す
る
支
援
措
置

に
つ
い
て
の
陳
情
」
は
、
平
成

二
十
四
年
四
月
設
置
を
目
指
し
、

遙
堪
小
学
校
の
敷
地
内
に
新
規

整
備
と
、
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に

係
る
支
援
措
置
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
採
択
と
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
遙
堪
地
区

に
居
宅
を
構
え
な
が
ら
他
の
小
学
校
に
入

学
す
る
こ
と
の
原
因
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
け
の
理
由
な

の
か
見
極
め
る
必
要
か
ら
、
趣
旨
採
択
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

外部監査契約に基づく外部監査の内容

遙堪小学校を視察する文教厚生委員

委員会報告

常
任
委
員
会
報
告

外
部
監
査
契
約
に
関
す
る
条
例
案
を
可
決

総
務
委
員
会

指
定
管
理
の
在
り
方
に
意
見

文
教
厚
生
委
員
会

行

べ

意
見
が

（1）外部監査の内容
　　外部監査では、外部監査人が次の２種類の監査を行います。
○包括外部監査・・・市や公の施設の指定管理者あるいは財政
援助団体などの財務に関する事務の執行などのうち、包括外
部監査人が必要と認める案件について、年１回以上行う監査
のことです。
○個別外部監査・・・住民、議会又は市長から外部監査による
ことを請求・要求された案件を、外部監査人が監査委員に代
わって行う監査のことです。

（2）議会との関係
・外部監査人は、監査結果について、議会に報告しなければな
りません。(住民監査請求に係る個別外部監査の場合を除きま
す。)
・議会は、外部監査人の監査について、外部監査人に説明を求
め、または意見を述べることができます。
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審
査
の
付
託
を
受
け
た
議
案
九
件
、
陳

情
二
件
を
審
査
し
、
陳
情
二
件
以
外
は
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
五
号
「
市
道
北
本
町
谷
田
谷
線

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
の
陳
情
」
は
、
現

在
整
備
中
の
県
道
斐
川
出
雲
大
社
線
以
南

の
早
期
完
成
と
県
道
か
ら
国

道
四
三
一
号
線
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
、
整
備
計
画
の
策

定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

現
地
視
察
を
行
い
、
陳
情

者
や
市
の
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
審
査
し
た
結
果
、

現
在
着
手
さ
れ
て
い
る
県
道

ま
で
の
区
間
の
早
期
完
成
は

賛
同
で
き
る
が
、
県
道
か
ら

以
北
の
新
規
区
間
に
つ
い
て

は
、
次
期
幹
線
市
道
整
備
計

画
策
定
の
際
に
考
慮
す
べ
き

と
の
判
断
か
ら
趣
旨
採
択
と

し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
八
号
「
神
戸
川
上

流
部
の
県
管
理
区
間
の
国
直

轄
管
理
へ
の
変
更
に
つ
い
て

の
陳
情
」
は
、
神
戸
川
上
流

部
の
県
管
理
区
間
で
あ
る
馬

木
堰
か
ら
志
津
見
ダ
ム
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
、
国
直
轄

管
理
へ
変
更
す
る
よ
う
国
や

県
へ
申
し
入
れ
を
行
う
も
の

で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
条
例

案
五
件
お
よ
び
指
定
管
理
者
指
定
議
案
な

ど
二
十
三
件
で
す
。

　

条
例
案
は
、
四
月
一
日
か
ら
可
燃
ご
み

の
指
定
袋
に
特
小
サ
イ
ズ
の
袋
を
追
加
す

る
、
議
第
五
十
一
号
「
出
雲
市
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し

た
。

　

出
雲
体
育
館
な
ど
施
設
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
議

案
が
、
二
十
二
件
あ
り
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
部
の
委
員
か
ら
、
指
定

管
理
者
と
な
る
団
体
の
雇
用

問
題
に
対
す
る
対
応
が
不
適

切
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
反

対
と
の
意
見
や
、
指
定
管
理

を
行
っ
て
い
る
施
設
の
運
営

に
改
善
の
意
欲
が
み
ら
れ

ず
、
指
定
管
理
者
と
し
て
不

適
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
否

決
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
公

募
・
非
公
募
と
す
る
判
断
基

準
、
募
集
す
る
際
の
施
設
の

く
く
り
方
、
選
定
の
基
準
に
つ
い
て
、
一

貫
性
・
公
平
性
・
透
明
性
が
欠
け
て
お
り
、

市
と
し
て
あ
ら
た
め
て
検
討
が
必
要
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

神
戸
川
は
国
と
県
の
管
理
区
分
が
入
り

組
み
、
整
備
方
針
や
管
理
の
違
い
か
ら
生

じ
る
、
地
元
住
民
の
洪
水
な
ど
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
採
択
と
し
ま
し
た
。

陳情者から説明を受ける建設水道委員（北本町谷田谷線）

出 雲 体 育 館

委員会報告

出
雲
体
育
館
な
ど
施
設
の
指
定
管
理
者
を
可
決
環
境
経
済
委
員
会

「
神
戸
川
上
流
部
を
県
管
理
か
ら

　

国
直
轄
管
理
へ
の
変
更
」
の
陳
情
を
採
択
建
設
水
道
委
員
会
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審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て
一
件
と
、
平
成

二
十
二
年
度
出
雲
市
一
般
会
計
第
五
回
・

第
六
回
補
正
予
算
ほ
か
特
別
会
計
お
よ
び

企
業
会
計
の
補
正
予
算
、
あ
わ
せ
て
九
件

で
し
た
。

　

補
正
予
算
の
編
成
方
針
な
ど
の
総
括
質

疑
な
ど
、
各
補
正
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
、

審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
第
五
回
と
第
六
回
補
正
予
算

で
は
、
歳
入
歳
出
予
算
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
六
百
四
十
四
億
二
千
八
十
七
万

三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

第
五
回
補
正
予
算
で
は
、
歳
出
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

☆
総
務
費

　

固
定
資
産
税
等
の
住
宅
用
地
特
例
の
適

用
漏
れ
に
よ
る
市
税
還
付
金六

千
八
百
万
円

☆
民
生
費

　

障
が
い
者
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

二
億
円

　

生
活
保
護
費　
　

一
億
六
千
三
百
万
円

☆
衛
生
費

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

補
助　
　
　
　
　
　
　

千
四
百
四
十
万
円

☆
商
工
費

　

ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
事
業

三
億
五
千
七
百
万
円

☆
土
木
費

　

調
整
池
整
備
工
事
費
な
ど

四
千
百
万
円

☆
教
育
費

　

小
中
学
校
の
校
舎
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

二
千
五
百
五
十
万
円

　

耐
震
化
対
策
事
業　
　

二
千
二
百
万
円

　

ま
た
、
第
六
回
補
正
予
算
で
は
、
斐
川

町
と
の
合
併
に
必
要
な
電
算
シ
ス
テ
ム
統

合
の
た
め
の
調
査
設
計
経
費
の
本
市
負
担

分
と
し
て
、
四
千
八
百
九
十
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
か
ら
、
工
事
の
発
注
が
遅

れ
が
ち
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
安
易
な
「
繰
越
明
許
」
で
事
業

を
先
送
り
す
る
の
で
は
な
く
、
早
期
発
注

な
ど
を
心
が
け
て
業
務
を
遂
行
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
に
は
、
委
員
か
ら
の
指
摘
・
要

望
事
項
に
留
意
し
、
適
切
な
予
算
の
執
行

に
あ
た
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
第
三
回
定
例
会
が

十
一
月
三
十
日
開
会
、
初
日
の
議
決
を
求

め
る
本
市
と
斐
川
町
と
の
合
併
関
連
議
案

三
件
が
上
程
さ
れ
、
本
会
議
休
憩
中
に
特

別
委
員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
と
斐
川
町
の
合
併
問
題
は
、
長

年
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

十
一
月
十
八
日
の
斐
川
町
議
会
臨
時
会
で

再
提
出
さ
れ
た
合
併
関
連
議
案
が
す
べ
て

可
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
議
会
に
も

同
様
に
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
関
連
議
案
は
、
「
出
雲
市
及
び
簸

川
郡
斐
川
町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
」
、

「
出
雲
市
及
び
簸
川
郡
斐
川
町
の
廃
置
分

合
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
」
、
「
出
雲
市
及
び
簸
川
郡
斐
川
町

の
廃
置
分
合
に
伴
う
議
会
の
議
員
の
定
数

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
」
の
三
議
案
で
、

委
員
会
は
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
の
本
会
議
で
も
、
討
論
の
後
、

三
議
案
は
す
べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一

日
の
両
市
町
合
併
に
向
け
た
手
続
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

委員会報告

特
別
委
員
会
報
告

一
般
会
計
第
五
回
補
正
予
算
な
ど
を
可
決
予
算
特
別
委
員
会

斐
川
町
と
の
合
併
議
案

　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

出
雲
・
斐
川
合
併
特
別
委
員
会

平成14年12月

平成15年12月

12月
　　　　　　

平成16年 3月

平成17年 3月
平成21年10月

11月

12月

平成22年 2月

3月

4月

5月
9月
11月
11月
12月

「出雲地区合併協議会（２市５町）」
の設置
平田市と斐川町で合併の賛否を問う住
民投票実施
「出雲地区合併協議会（２市５町）」
を廃止
「出雲地区合併協議会（２市４町）」
の設置（斐川町を除く）
新「出雲市」（２市４町合併）の誕生
斐川町から出雲市へ「法定協議会設
置」の依頼
出雲市議会に「出雲市・斐川町合併特
別委員会」の設置
斐川町議会で、合併協議会設置議案を
否決
斐川町住民による合併協議会設置の直
接請求
斐川町議会で、合併協議会設置議案を
否決
斐川町で合併協議会設置の賛否を問う
住民投票により設置決定
出雲市・斐川町合併協議会　設置
合併協定書　調印
斐川町議会臨時会で合併議案　可決
出雲市議会で合併議案　可決
県知事へ合併申請書　提出

合併申請までのあゆみ
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請願・陳情の審議結果

請願番号 件　　名 提　出　者 審議結果

7

6

松江市母衣町

議　長

執行委員長

島根県国家公務員労働組合共闘会議
広江　民江

鳥取県米子市弥生町
西日本旅客鉄道労働組合米子地方本部

佐貫　　馨

住民の安心・安全を支える行政サービスの拡
充を求める請願（意見書提出）

「交通基本法」制定に関する請願
（意見書提出）

陳情番号

5

件　　名 提　出　者 審議結果

6
保育環境および保育制度の充実に関する陳
情

7 遙堪児童クラブの新規施設整備並びに設
置・運営に関する支援措置についての陳情

8
神戸川上流部の県管理区間の国直轄管理へ
の変更についての陳情

市道北本町谷田谷線の整備促進についての
陳情

原案可決 に
全員賛成

意見書番号

3

件　　名 審議結果

地方財政の充実・強化を求める意見書

原案可決 に
賛成多数

4
農林水産業への十分な配慮なくしてＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）
交渉に参加することに反対する意見書

否　決 に
賛成多数

5 国民健康保険の国庫負担増額を求める意見書

不採択 に
賛成多数

不採択 に
賛成多数

8
執行委員長

出雲市今市町
全日本自治団体労働組合島根県本部 出雲市職員労働組合

岸　　道三

会　長

出雲市小山町
北部活性化推進協議会

園山　祥之

会　長

出雲市大塚町
出雲市認可保育所（園）保護者会連合会

村井　政寛

会　長

出雲市大社町入南
遙堪地区町内会長会/遙堪児童クラブ設置推進委員会

足立　幹男　他15名

会　長　

出雲市乙立町
神戸川上流部治水対策協議会

荒木　孝　他７名

地方財政の充実・強化を求める意見書の提
出を求める請願

採　 択 に
全員賛成

趣旨採択 に
全員賛成

採　 択 に
全員賛成

採　 択 に
全員賛成

採　 択 に
全員賛成

なぜ不採択 少子高齢化が進むなか、小さな政府、小さな行政に向かうべきであるため。

なぜ不採択 「交通権」の概念が不明確であるとともに、市内の交通体系などを総合的に調査検討している
さなかであり、本市では意見書を出す段階ではないため。

飲酒運転撲滅の議員誓約に関する決議飲酒運転撲滅の議員誓約に関する決議飲酒運転撲滅の議員誓約に関する決議
　本年10月28日早朝、本市議会議員が運転する軽乗用車が自損事故を起した際に、酒気帯び運転により現
行犯逮捕される事件が発生した。
　交通法規を遵守することは、私たち国民の義務であり、とりわけ飲酒運転は絶対に許してはならない行為で
ある。
　飲酒運転の根絶を重点項目に掲げ、本年は9月21日から30日まで、秋の全国交通安全運動が実施されたば
かりであり、市議会及び市議会議員に対する市民の皆さまの信頼を失墜させる事態となったことは誠に遺憾で
ある。
　今回のこの事件を重大に受け止め、市民の皆さまに市議会としてお詫び申しあげるとともに、二度と再びこの
ような事件を引き起こすことのないよう厳しく自らを律することが、市議会議員の重大な責務と改めて認識し、こ
こに「飲酒運転の撲滅」を全議員が誓約する。　　以上、決議する。
　　平成22年（2010）11月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出 雲 市 議 会

【 請 願 】

【 陳 情 】

意見書の審議結果

請願・陳情・意見書
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一般質問

7 いずも市議会だより　23号

一 般 質 問市政のここが聞きたい
　12月定例市議会では26人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。1人1問ずつ選ん
で（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

米山広志　議員 （8ページ）

・ハマボウフウの保護
◎神門コミュニティセンター機能補完対策事業
・株式会社 出雲典礼

川上幸博　議員 （8ページ）

・指定管理者制度について
◎21世紀出雲のグランドデザインについて

杉谷寿之　議員 （8ページ）

◎吉兆館並びに旧大社駅の整備について
・松くい虫被害対策について

原　隆利　議員 （9ページ）

・「神門コミュニティセンター機能補完対策事業」について
◎西出雲駅南口に隣接する「フラワータウン集会所」について

勝部順子　議員 （9ページ）

◎ゼロベース評価委員会（事業仕分け）
・急がれる「買い物難民」対策

大国陽介　議員 （10ページ）

◎日本農業に壊滅的打撃を与えるＴＰＰ（環太平洋経済連携協
　定）に反対を
・雇用確保対策の抜本的強化を
・「地域主権改革」について
・斐川町との合併について
・国民健康保険の「広域化」について

松村豪人　議員 （10ページ）

◎教育行政の基本姿勢を問う

福代秀洋　議員 （11ページ）

◎弥山山地の松枯れ対策について

飯塚俊之　議員 （11ページ）

◎情報管理の現状について

板倉一郎　議員 （11ページ）

◎事務事業の点検および改善について
・出雲市の雇用状況について

遠藤力一　議員 （12ページ）

◎就学援助制度の改善を

萬代輝正　議員 （12ページ）

◎行財政改革の進展と政策手法の今後を問う
・2011年度へ向けた、スポーツ振興への市の考え方を問う

曽田盛雄　議員 （12ページ）

◎自然環境保全対策は
・観光地、公園内のトイレの水洗化を

木佐　宏　議員 （13ページ）

◎虚像長岡施政を斬る第２弾
　農民を苦しめ続ける長岡秀人市長の素顔を暴く
・市職員の外郭団体天下りと渡り就職を糾弾し、市長の所見を
伺う

萬代弘美　議員 （13ページ）

・生活保護制度の活用で低所得者、生活困窮者への生存権を保
障する積極的な支援を
・介護保険の「要介護認定」を受けている高齢者に対し、障が
い者控除の認定を徹底して、不利益が起こらないような対応
をすることについて
・市民の暮らしに役立つ行政ガイドブックなどを発行し、身近
な行政の推進
・第２次「出雲市男女共同参画のまちづくり行動計画」の推進
状況と課題について

　－政策・方針決定過程への女性の参画率を高めるため－
◎住宅リフォーム助成制度の拡充について

広戸恭一　議員 （14ページ）

・仙谷官房長官の「自衛隊は暴力装置」発言について
◎事業仕分けにより、リサイクル団体回収補助金が、不要とさ
れた件

板垣成二　議員 （14ページ）

◎「ナラ枯れ」について
・幼稚園、保育園の一元的・一体的な行政運営を
・安全・安心な出雲市を目指して、アマチュア無線の活用を

荒木　孝　議員 （15ページ）

◎佐田中学校の改築事業について

長廻利行　議員 （15ページ）

◎遙堪地区の児童クラブ設置について
・青色防犯灯について

西村　亮　議員 （16ページ）

◎原子力発電所の安全対策と課題
・児童、生徒による問題行動の現状と対応
・学校の施設整備の現状と指針

直良昌幸　議員 （16ページ）

◎「ゼロベース評価」と出雲市中心市街地活性化の今後について
・市職員の人材育成について

多久和康司　議員 （16ページ）

・国勢調査の出雲市のとりくみについて
◎安心安全なまちづくりのためのとりくみ
・ワクチン接種の無料化支援策について

多々納剛人　議員 （17ページ）

◎指定管理者制度の現状について

珍部全吾　議員 （17ページ）

◎斐伊川・神戸川治水事業の三点セットについて
・出雲市ゼロベース評価委員会

狩野正文　議員 （18ページ）

◎出雲市立鰐淵小学校猪目分校の存続について

小村吉一　議員 （18ページ）

・学校の統廃合について
◎「フローラいずも」への使用料助成を質す



問
フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
の
工
期
延
長
に
伴
う
周

辺
整
備
事
業
の
う
ち
、
地
元
芦
渡
町
保
知

石
二
、
三
町
内
の
要
望
で
建
設
さ
れ
た
。

【
問
題
点
】

①
神
門
地
区
自
治
協
会
は
、
各
年
度
毎
の

収
支
決
算
書
に
な
ぜ
報
告
し
な
か
っ
た
か
。

②
フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も
の
管
理
運
営
団
体
は
。

③
過
去
の
補
助
金
の
扱
い
と
来
年
度
以
降

の
取
扱
い
は
。

地
域
振
興
調
整
監

①
平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で

の
自
治
協
会
収
支
決
算
書
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
当
該
補
助
金
の
収
支
に
関
す
る
記

載
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
の
補
助
金

を
使
っ
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
区
住

民
に
対
し
て
き
ち
ん
と
収
支
を
報
告
す
べ

き
で
あ
り
、
今
後
は
適
切
な
会
計
処
理
を

行
う
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

②
フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も
の
所
有
・
管
理
者
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
交
流
フ
ラ
ワ
ー
21
」

で
、
実
際
の
施
設
運
営
は
、
株
式
会
社
サ

ン
フ
ロ
ー
ラ
に
業
務
委
託
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

③
平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で

に
交
付
し
た
補
助
金
お
よ
び
平
成
二
十
二

年
度
分
の
取
扱
い
は
、
市
、
自
治
協
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
三
者
協
議
に
よ
り
決
定
し

問
出
雲
市
全
体
の
事
業
計
画
は
、
五

年
ご
と
に
策
定
が
行
わ
れ
実
行
に

移
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
事
業
評
価
や

改
善
点
の
検
討
が
行
わ
れ
ず
に
次
の
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

今
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

評
価
や
改
善
を
行
い
次
の
計
画
策
定
に
、

生
か
す
こ
と
だ
と
考
え
る
。
前
期
の
計
画

の
検
証
過
程
と
達
成
率
を
伺
う
。

市
長

　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
前

期
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
各
部
内
で
計
画

ど
お
り
実
施
さ
れ
た
の
か
、
計
画
期
間
内

て
い
く
考
え
で
す
。
当
該
補
助
金
も
公
平

性
の
観
点
か
ら
廃
止
を
前
提
に
検
討
し
て

い
ま
す
。

に
完
了
も
し
く
は
事
業
の
廃
止
、
休
止
、

未
着
手
の
も
の
は
な
い
か
、
な
ど
の
進
捗

状
況
の
確
認
や
検
証
を
行
い
、
後
期
計
画

に
盛
り
込
む
よ
う
策
定
し
ま
し
た
。
達
成

率
は
、
全
四
百
二
十
六
事
業
の
内
、
実
施

も
し
く
は
継
続
中
の
も
の
が
三
百
三
十
一

事
業
、
完
了
し
た
も
の
が
六
十
八
事
業
で

す
。
ま
た
、
他
の
事
業
と
統
合
し
た
も
の

が
五
事
業
あ
り
ま
す
。
継
続
事
業
を
含
め

る
と
九
十
五
％
の
実
施
状
況
で
す
。
未
着

手
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て
、
環
境
先
進

都
市
の
創
造
の
部
門
に
お
い
て
、
廃
止
、

休
止
、
未
着
手
事
業
が
十
二
件
あ
り
ま
す
。

問
山
陰
自
動
車
道
出
雲
イ
ン
タ
ー
の

開
通
に
よ
り
人
と
車
の
流
れ
が
大

き
く
変
わ
り
、
大
社
門
前
町
の
整
備
が
急

が
れ
る
。
特
に
吉
兆
館
広
場
は
「
道
の

駅
」
と
し
て
全
国
メ
デ
ィ
ア
に
流
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
着
い
て
み
る
と
駐
車
場

と
旧
式
ト
イ
レ
が
あ
る
の
み
。
ご
縁
を
求

め
て
出
雲
へ
お
い
で
に
な
る
多
く
の
方
々

に
失
望
を
与
え
、
怒
り
を
か
っ
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
へ
入
れ
ば
出
雲
が
す
べ
て
わ

か
る
お
も
て
な
し
の
施
設
と
す
る
た
め
、

民
間
の
利
用
も
含
め
て
努
力
す
べ
き
だ
。

　

松
江
城
と
並
ん
で
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
旧
国
鉄
大
社
駅
（
大
正
十
三
年
築
）

は
、
最
近
特
に
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、
一
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ

フローラいずも

一般質問

米
山
広
志

川
上
幸
博

フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も
補
助
金
の

　
扱
い
を
明
確
に

二
十
一
世
紀
出
雲
グ
ラ
ン
ド

　
デ
ザ
イ
ン
の
検
証
を

杉
谷
寿
之

「
道
の
駅
」
吉
兆
館
と
「
国
重
要
文
化
財
」

　
旧
国
鉄
大
社
駅
の
整
備
計
画
は
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問
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
は
い
ま

だ
存
在
せ
ず
、
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン

自
治
会
の
集
会
所
は
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。
神
門
地
区
で
活
用
さ
れ
て

い
る
神み

輿こ
し

が
収
納
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

こ
の
建
物
の
管
理
は
事
実
上
神
門
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
集
会
所
な
ら
、
神

門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
補
完
対

策
事
業
と
し
て
活
用
で
き
る
と
思
う
が
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
手
法
が
採
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
。

地
域
振
興
調
整
監

　

確
か
に
四
基
の
神
輿
が
収
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
建
物
は
あ
く
ま
で

も
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
の
集
会
所
で

あ
り
、
神
門
地
区
の
コ
ミ
セ
ン
補
完
施
設

と
し
て
は
、
フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も
が
適
切
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
利
用
実
績
に
基
づ
く
精
算
払
い

と
な
っ
て
い
る
覚
書
が
無
視
さ

れ
、
初
年
度
（
平
成
十
七
年
度
）
か
ら
年

度
当
初
に
前
払
い
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
四
百
万
円
の
支
出
は
フ
ロ
ー
ラ

る
敷
地
を
含
め
て
充
分
に
管
理
や
整
備
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
大
型
バ
ス
へ
の
対
応

や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
、

懸
命
に
支
え
て
い
る
現
況
を
み
つ
め
直
し
、

行
政
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
。

市
長

　

吉
兆
館
や
ご
縁
広
場
は
目
的
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
門
前
町
の
再
整
備
に
極
め

て
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
「
道
の
駅
」
と

し
て
本
来
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
物
販
施

設
も
含
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
旧
大
社

駅
舎
は
大
事
な
観
光
拠
点
で
あ
り
、
文
化

財
と
し
て
の
維
持
を
前
提
に
、
魅
力
の
あ

る
施
設
と
し
て
整
備
し
管
理
の
徹
底
に
努

め
ま
す
。

い
ず
も
へ
の
管
理
運
営
費
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
議
決
に
よ
ら
な
い
不
当
な
民
間
会
社

へ
の
援
助
で
あ
り
、
こ
の
六
年
間
の
支
出

二
千
四
百
万
円
全
額
の
返
還
を
求
め
る
。

市
長

　

こ
れ
ま
で
の
報
告
で
、
こ
の
問
題
の
最

終
処
理
と
の
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
調
査
を
継
続
し
結
論
を
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
事
業
仕
分
け
は
、
三
十
三
項
目
の

市
民
生
活
に
密
着
の
ソ
フ
ト
事
業

が
対
象
に
な
っ
た
。

①
今
後
、
ハ
ー
ド
事
業
も
対
象
に
実
施
す

る
の
か
。

②
不
要
と
判
定
さ
れ
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
交

付
金
事
業
は
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

③
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
事
業
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

④
市
民
判
定
員
な
ど
の
厳
し
い
意
見
に
対

す
る
市
長
の
感
想
を
伺
う
。

市
長

①
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
評
価
の
取
り
組
み
は
、
来

年
度
以
降
も
継
続
し
ま
す
。
ハ
ー
ド
事
業

も
含
め
て
、
公
開
の
場
で
市
民
の
方
に
も

直
接
意
見
を
い
た
だ
く
方
法
も
検
討
し
ま

す
。

道の駅とはフラワータウン自治会の集会所

10月2日、3日に行われたゼロベース評価委員会

一般質問

原
　隆
利

不
当
支
出
の
返
還
を
求
め
る

勝
部
順
子

事
業
仕
分
け
で
、

　
不
要
の
厳
し
い
指
摘
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問
菅
首
相
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
表

明
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
例
外
な
く

開
税
を
撤
廃
す
る
自
由
貿
易
協
定
だ
。

　

こ
れ
に
日
本
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
日
本
の
農
業
と
地
域
経
済
に
壊
滅
的

な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
出
雲
市
と
し
て
反

対
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
。

農
林
水
産
調
整
監

　

現
在
の
状
況
で
、
米
、
麦
、
畜
産
物
な

ど
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
農

業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
大
変

危
惧
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
地

域
の
農
業
・
農
村
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

く
立
揚
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
慎
重
に

対
応
す
る
よ
う
に
要
請
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
農
業

及
び
関
連
産
業
へ
の
影
響
は
、
七
兆
九
千

億
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
で
は
一
部
の

ブ
ラ
ン
ド
米
を
除
き
、
九
割
が
外
国
産
米

と
な
り
、
ま
た
国
産
牛
肉
の
七
十
五
％
が

外
国
産
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本
市
に
と
っ

て
、
極
め
て
大
き
な
影
響
が
出
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
数
値
だ
け
で
は

計
る
こ
と
が
で
き
な
い
農
地
の
荒
廃
や
環

境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
な
ど
、
様
々

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
長

　

唐
突
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
話
が
出
て
き
た

こ
と
が
最
大
の
懸
念
と
思
い
ま
す
。
特
に

農
業
・
農
村
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
こ

の
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
国
に
対
し
、
機

会
あ
る
ご
と
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

問
過
日
、
教
育
長
か
ら
「
鰐
淵
小
学

校
猪
目
分
校
に
つ
い
て
、
今
年
度

を
も
っ
て
廃
校
と
す
る
旨
の
方
針
決
定
し

た
」
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

分
校
の
講
堂
外
壁
が
崩
落
し
、
校
舎
自
体

も
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
多
額
の

改
修
費
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
か
ら
は
、

説
明
が
あ
ま
り
に
も
一
方
的
で
あ
り
、
大

変
驚
い
て
い
る
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
方
針
決
定
か
ら
地
元
説
明
に
至
る

ま
で
、
適
切
な
手
法
で
あ
っ
た
の
か
。

教
育
長

　

十
月
の
崩
落
事
故
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

こ
の
ま
ま
学
校
を
存
続
で
き
な
い
か
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
ま
し

た
。
施
設
や
児
童
数
な
ど
か
ら
、
こ
の
時

期
が
よ
い
と
判
断
し
ま
し
た
が
、
地
元
に

は
、
唐
突
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
ら
れ
る

向
き
も
あ
り
、
関
係
者
へ
の
事
前
の
説
明

が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
れ

ば
、
お
詫
び
し
ま
す
。

市
長

　

前
提
と
な
る
の
は
地
元
の
同
意
で
あ
り
、

協
議
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
十
月
の
崩
落
と
い
う
事
態
を

受
け
て
の
判
断
で
、
今
し
ば
ら
く
地
元
と

の
協
議
の
推
移
を
見
守
り
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
の
性
格
に
即
し
て
支
援
の
必

要
性
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
再
構
築
し
、

真
に
支
援
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
一
定

の
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
補
助
す
る
仕
組
み

に
変
え
ま
す
。

③
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
事
業
は
、

所
得
制
限
の
導
入
、
子
ど
も
手
当
の
動
向

な
ど
見
極
め
、
当
面
は
、
現
行
制
度
を
継

続
し
ま
す
。
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事

業
は
、
利
用
実
態
を
さ
ら
に
正
確
に
把
握
し
、

所
得
制
限
の
設
定
、
あ
る
い
は
交
付
枚
数
な

ど
事
業
内
容
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
検
証
し
、
新

た
な
工
夫
を
加
え
、
市
民
の
た
め
に
な
る

事
業
に
し
ま
す
。
職
員
に
は
そ
う
し
た
考

え
方
を
、
事
業
仕
分
け
か
ら
学
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

鰐淵小学校猪目分校

一般質問

大
国
陽
介

農
業
と
地
域
経
済
に
壊
滅
的
打
撃
を

　
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
を

松
村
豪
人

学
校
の
統
廃
合
は

　
慎
重
に
進
め
る
べ
き
だ
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問
今
年
、
全
市
に
お
い
て
松
枯
れ
が

急
速
に
進
行
し
た
。
特
に
、
弥
山

山
地
に
お
け
る
被
害
が
深
刻
で
、
斜
面
災

害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

人
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
空
中
散

布
再
開
を
含
め
た
松
枯
れ
対
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

農
林
水
産
調
整
監

　

今
年
九
月
末
の
被
害
本
数
は
約
九
千
百

本
で
す
。
こ
れ
は
昨
年
同
期
の
三
・
七
倍

で
す
。
な
か
で
も
弥
山
山
地
の
被
害
本
数

は
、
全
体
の
約
五
十
％
を
占
め
て
お
り
、

こ
こ
で
著
し
く
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

松
枯
れ
対
策
に
関
し
て
は
、
伐
倒
駆
除
、

樹
幹
注
入
、
特
別
伐
倒
駆
除
を
可
能
な
限

り
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
抵
抗
性
マ
ツ
の

植
栽
、
地
元
の
方
々
が
行
わ
れ
る
森
林
保

全
活
動
へ
の
支
援
、
シ
カ
対
策
な
ど
を
行

い
、
森
林
再
生
を
図
る
考
え
で
す
。

　

今
般
の
事
態
を
受
け
、
今
後
の
松
枯
れ

対
策
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
効

果
的
で
市
民
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

方
法
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま

す
。

市
長

　

松
枯
れ
に
よ
り
斜
面
災
害
の
恐
れ
が
増

し
、
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
る
事
態
は
非

常
に
残
念
で
す
。
伐
倒
駆
除
予
算
の
増
額

で
は
抜
本
的
解
決
に
つ
な
が
ら
ず
、
歯
が

ゆ
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
策

は
、
総
合
的
に
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検

討
し
ま
す
。

問
①
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実

施
状
況
の
点
検
と
監
査
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

②
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
及
び
実

施
手
順
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

③
廃
棄
文
書
は
、
ご
み
で
は
な
く
情
報
資

産
で
あ
る
。
リ
ス
ク
管
理
は
、
総
務
課
が

き
ち
ん
と
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

総
務
部
長

①
平
成
二
十
一
年
度
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
監
査
法
人
に
依
頼
し
、
出
雲
市
の
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
現
状
把
握
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
に
は
、
監
査
法
人
の
外

部
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
管

理
セ
ン
タ
ー
職
員
を
内
部
監
査
人
と
し
た

内
部
監
査
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

別
の
監
査
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全

部
門
に
お
け
る
定
期
的
な
監
査
に
つ
い
て

は
、
今
後
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。

②
見
直
し
は
、
機
構
改
革
や
大
規
模
な
シ

ス
テ
ム
導
入
の
際
に
、
必
要
に
応
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
修
正
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
情
報
管
理
上
の
大
き
な
変
化

や
合
併
に
よ
る
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

③
文
書
廃
棄
は
、
規
則
上
五
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
守
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
廃
棄
の
方
法
や
管
理
に
つ
い

て
き
ち
ん
と
見
直
し
、
今
後
適
切
な
対
応

を
行
い
ま
す
。

問
行
政
へ
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
問

題
が
最
近
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
市
長
の
目
指
す
開
か
れ
た
市
政
、

ま
た
財
政
健
全
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

行
政
へ
の
信
頼
回
復
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
の
点

を
伺
う
。

①
十
月
に
実
施
さ
れ
た
事
業
仕
分
け
の
評

価
に
つ
い
て
。

②
今
議
会
で
提
案
さ
れ
た
外
部
監
査
制
度

導
入
の
目
的
。

③
行
政
自
ら
適
正
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

問
題
が
あ
る
事
業
が
な
い
か
、
業
務
の
総

点
検
を
す
る
考
え
は
。

④
行
政
自
ら
が
常
に
業
務
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
仕
組
み
と
し
て
、
行
政
考
査
制
度
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長

①
市
の
事
業
の
進
め
方
を
見
直
す
、
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
ま

す
。

②
監
査
委
員
と
外
部
監
査
人
と
の
連
携
に

一般質問

福
代
秀
洋

松
枯
れ
対
策
の
充
実
を

飯
塚
俊
之

情
報
管
理
の
徹
底
を

板
倉
一
郎

市
政
の
信
頼
回
復
に
向
け
た

　
取
り
組
み
を
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問
就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
に
厳

し
い
環
境
の
中
、
小
・
中
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
を
抱
え
る
家
庭
に
、
給

食
費
や
学
用
品
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度

で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
く
景
気

の
低
迷
と
、
離
婚
件
数
の
増
加
、
そ
し
て

核
家
族
化
の
進
行
が
、
援
助
を
受
け
る
家

庭
を
増
や
し
て
い
る
。

①
就
学
援
助
制
度
に
よ
り
、
支
援
を
受
け

て
い
る
小
・
中
学
生
の
実
態

②
教
育
委
員
会
と
し
て
、
で
き
る
限
り
の

援
助
を
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
ど
の
よ
う

に
実
施
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

教
育
部
長

①
就
学
援
助
制
度
に
よ
り
、
支
援
を
受
け

て
い
る
小
・
中
学
生
の
児
童
・
生
徒
数
は
、

平
成
十
八
年
度
が
千
百
七
十
一
人
、
平
成

二
十
一
年
度
が
千
四
百
三
十
五
人
で
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
増

え
続
け
て
お
り
、
本
年
度
は
、
千
五
百
人

を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

問
出
雲
市
は
、
合
併
後
「
出
雲
市
行

財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
前
半
の
五
年
間
を
終
え

て
百
四
億
九
千
万
円
の
効
果
を
出
し
、
今

年
度
か
ら
の
後
半
五
年
間
で
七
十
九
億
円

の
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。
行
財
政
改
革

は
必
要
不
可
欠
な
政
策
と
理
解
し
つ
つ
も
、

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
給
与
の
削
減
や
人

員
カ
ッ
ト
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

来
年
度
へ
向
け
た
戦
略
が
き
ち
ん
と
示
せ

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　

今
後
の
政
策
手
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

　

基
本
的
に
行
財
政
改
革
と
は
、
行
政
の

最
終
目
標
で
は
な
く
、
安
定
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
提
供
し

②
本
市
の
就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
認
定

基
準
は
、
県
内
他
市
と
比
較
し
て
、
同
等

か
少
し
高
い
基
準
に
あ
り
ま
す
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
現
在
の
制
度
を
維
持
し
、

こ
の
水
準
を
保
っ
て
、
援
助
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
学
用
品
費
は
、
学
年
が
上
が
る
に

従
っ
て
増
え
る
の
に
、
就
学
援
助

費
は
一
定
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。
本
当
に

困
っ
て
い
る
家
庭
へ
の
支
給
が
十
分
な
の

か
伺
う
。

教
育
部
長

　

学
年
が
上
が
る
に
従
い
必
要
な
経
費
は

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
検
討
し
ま
す
。　

よ
り
、
監
査
機
能
の
一
層
の
充
実
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
今
後
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

経
費
節
減
に
あ
わ
せ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
視
点
か
ら
も
検
証
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意

識
改
革
を
徹
底
し
、
必
要
な
見
直
し
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
現
場
で
働
く
職
員
の
声
を
受
け
と
め
、

自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
内
部
統
制
の
ル
ー
ル
化

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

て
い
く
た
め
に
、
今
、
断
行
す
る
も
の
で

す
。

　

夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
地
域
を
つ

く
る
た
め
の
、
初
歩
の
段
階
だ
と
い
う
認

識
で
あ
り
、
行
革
を
徹
底
し
た
う
え
で
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
展
開
す
る
決
意
で
す
。　

問
①
農
地
・
水
・
環
境
向
上
対
策
の

市
内
参
加
数
と
事
業
の
今
後
の
見

通
し
は
。

②
た
め
池
、
河
川
、
湖
の
汚
濁
な
ど
の
水

質
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
原
因
究

明
の
調
査
と
対
策
は
。

③
夏
の
猛
暑
、
高
温
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
宍
道
湖
の
ア
オ
コ
の
大
量
発
生
、
た
め 合併後の職員数と時間外手当の推移（消防・病院を除く）

一般質問

遠
藤
力
一

萬
代
輝
正

就
学
援
助
制
度
の
改
善
を

行
財
政
改
革
の
進
展
と

　
今
後
の
政
策
手
法
は
い
か
に

曽
田
盛
雄

自
然
環
境
保
全
対
策
を
問
う
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池
に
つ
い
て
も
藻そ
う

類
が
見
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
将
来
の
環
境
保
全
向
上
対

策
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
な
の
か
認

識
と
見
解
を
伺
う
。

農
林
水
産
調
整
監

①
活
動
組
織
数
は
、
出
雲
市
全
体
で

六
十
八
組
織
、
地
域
別
の
内
訳
は
、
出
雲

二
十
六
、
平
田
二
十
五
、
佐
田
十
四
、
多

伎
二
、
湖
陵
一
で
す
。
面
積
は
、
本
市

の
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
面
積
の
約

四
十
％
に
あ
た
る
二
千
四
百
三
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

②
国
で
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
、
活
動

の
強
化
推
進
対
策
を
図
る
観
点
か
ら
、
事

業
の
効
果
と
課
題
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、

国
の
第
三
者
委
員
会
で
、
本
事
業
の
中
間

評
価
が
公
表
さ
れ
、
農
業
用
水
路
の
長
寿

命
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
と
環
境

に
優
し
い
農
業
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る

拡
大
な
ど
が
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

③
水
質
汚
濁
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、
市

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
水
質
調
査
や
汚
濁

防
止
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
対
応
し
ま
す
。

問
国
富
幹
線
用
水
路
の
未
改
修
区
間

の
水
田
は
、
ほ
ぼ
百
％
が
市
道
南

側
に
存
在
し
て
い
る
。
受
益
農
民
は
こ
の

際
、
南
側
移
設
改
修
を
要
望
し
た
。
斐
伊

川
水
利
事
業
所
も
応
答
し
た
。
し
か
し
、

農
民
を
苦
し
め
続
け
る
長
岡
市
長
は
三
月

十
一
日
、
私
の
事
務
所
で
『
木
佐
議
員
一

人
が
水
路
南
側
を
主
張
と
認
識
』
と
の
見

解
を
示
し
た
。
百
八
十
度
逆
と
の
指
摘
に

調
査
を
約
束
、
三
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

「
北
側
改
修
断
固
阻
止
」
の
看
板
を
公
用

車
で
視
察
し
た
市
長
。
今
の
認
識
を
伺
う
。

農
林
水
産
調
整
監

　

国
富
は
土
地
改
良
法
人
が
な
く
、
各
町

内
の
受
益
者
代
表
で
か
ん
が
い
対
策
協
議

会
を
組
織
さ
れ
て
い
る
。
事
業
申
請
な
ど

手
続
き
を
進
め
る
中
で
、
既
存
位
置
で
の

改
修
に
変
更
し
、
道
路
を
は
さ
ん
だ
南
側

に
水
路
の
新
設
を
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
七
月
以
降
、
関
係
農
業
者
を
対

象
に
、
説
明
会
で
意
見
集
約
さ
れ
、
市
は

協
議
会
の
結
論
を
尊
重
し
、
北
側
改
修
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
全
く
真
実
を
無
視
し
た
答
弁
だ
。

県
国
営
事
業
対
策
室
企
画
幹
ら
四

氏
が
、
延
べ
三
回
、
私
の
事
務
所
に
訪
問

さ
れ
、
七
時
間
に
及
ぶ
協
議
で
、
沿
線
沿

い
の
国
富
一
、
二
、
三
、
四
町
内
及
び
緑

団
地
対
象
の
民
意
聴
取
の
全
体
会
議
を
約

束
さ
れ
た
。
出
雲
市
は
三
カ
月
も
放
置
し

た
。
こ
れ
が
真
実
だ
。
何
を
根
拠
の
認
識

か
。

農
林
水
産
調
整
監

　

今
、
担
当
部
署
で
県
と
一
緒
に
な
っ
て

会
を
開
く
日
程
調
整
中
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問
出
雲
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
は
、
五
十
万
円
以
上
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
対
象
に
、
工
事
費
の

十
％
、
十
万
円
を
限
度
に
助
成
す
る
も
の

で
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
高
い
な

ど
市
民
や
事
業
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
先
般
の
事
業
仕
分
け
で
、

「
不
要
」
と
判
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

事
業
の
継
続
と
拡
充
を
求
め
る
緊
急
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
対
象
工
事
の
拡

大
や
助
成
額
の
引
き
上
げ
、
緊
急
な
リ

フ
ォ
ー
ム
に
も
使
え
る
よ
う
年
間
を
通
し

て
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、
要
望
を
生
か
し

積
極
的
な
今
後
の
取
り
組
み
を
強
く
求
め

る
。

地
域
振
興
調
整
監

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
事
業
仕

将来の環境保全向上対策が求められる宍道湖

延長300ｍ『国富幹線用水路北側改修断固阻止！』の立て看板

一般質問

木
佐

　宏

虚
像
長
岡
施
政
を
斬
る　
第
二
弾

　
農
民
を
苦
し
め
続
け
る
長
岡
秀
人
市
長
の
素
顔
を
暴
く

萬
代
弘
美

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の

　
継
続
、
拡
充
を
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問
①
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
回
収
補
助
金

の
内
容
は
。

②
登
録
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
は
、
ど
の
よ
う

な
性
格
の
も
の
が
あ
る
か
。

③
な
ぜ
、
事
業
仕
分
け
で
不
要
と
判
定
さ

れ
た
か
。

④
こ
の
制
度
は
、
定
着
し
て
い
る
と
思
う

が
、
制
度
を
廃
止
し
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

環
境
政
策
調
整
監

①
こ
の
補
助
金
は
、
本
市
の
ゴ
ミ
処
理
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
ゴ
ミ
の
再
資
源
化
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
元
年

に
制
度
化
し
ま
し
た
。
登
録
団
体
に
は
公

益
性
や
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
な
ど

の
条
件
を
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交

付
は
、
登
録
団
体
が
行
っ
た
古
紙
、
空
き

缶
な
ど
の
回
収
に
対
し
、
回
収
量
に
応
じ

分
け
で
は
、
事
業
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、

効
果
の
検
証
や
他
の
助
成
金
と
の
整
理
が

必
要
で
あ
り
、
事
業
を
再
構
築
す
べ
き
と

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
事
業
に
よ
り
、

リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
す
。
経
済
状
況
を
考
慮
し
、

景
気
対
策
と
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、

当
分
の
間
、
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
今
後
、
事
業
の
再
構
築
に
あ
た
っ

て
は
、
関
係
者
の
切
実
な
要
望
や

意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の

か
。

地
域
振
興
調
整
監

　

民
主
商
工
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
を
は

じ
め
、
建
築
組
合
や
工
事
関
係
者
な
ど
の

要
望
と
意
見
を
広
く
聞
い
て
、
よ
り
良
い

制
度
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

て
、
一
団
体
五
十
万
円
を
限
度
に
行
っ
て

い
ま
す
。

②
自
治
会
・
町
内
会
・
慶
人
会
・
地
域
の

女
性
の
会
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中
学

校
の
保
護
者
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

③
市
の
説
明
が
足
り
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

④
古
紙
は
、
本
市
全
体
の
回
収
量
の
約

十
三
％
を
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
が
回
収
し
て

い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
の
回
収
単
価
は
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

六
〜
七
円
に
対
し
、
団
体
回
収
で
は
三
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
を
廃
止
し
た
場

合
、
資
源
物
の
回
収
率
の
低
下
や
回
収
コ

ス
ト
の
増
加
を
招
き
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
ゴ
ミ
の
再
資
源
化
を
推

進
す
る
た
め
、
回
収
団
体
の
育
成
、
強
化

は
不
可
欠
で
あ
り
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
委
員
会

の
意
見
を
参
考
に
し
、
再
構
築
を
図
り
、

制
度
を
継
続
し
ま
す
。

問
林
野
庁
は
「
ナ
ラ
枯
れ
」
の
被
害

地
域
と
面
積
は
、
昨
年
度
過
去
最

悪
で
あ
っ
た
と
発
表
し
た
。
島
根
県
で
は
、

平
成
十
七
年
以
降
、
西
部
を
中
心
に
被
害

が
拡
大
し
、
出
雲
市
で
も
今
後
爆
発
的
な

被
害
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
。
「
ナ
ラ
枯

れ
」
の
原
因
と
、
市
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

農
林
水
産
調
整
監

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
が
媒
介
す
る
病
原
菌
（
カ
ビ
の
一
種
）

に
よ
っ
て
、
ブ
ナ
科
の
樹
木
が
集
団
で
枯

れ
る
も
の
で
す
。
本
市
の
被
害
状
況
は
、

平
成
二
十
一
年
度
に
大
社
町
で
三
十
三
本
、

本
年
十
月
末
現
在
、
道
路
か
ら
見
え
る
範

囲
内
で
、
四
十
六
本
の
被
害
木
を
確
認
し

ま
し
た
。
被
害
が
本
市
に
も
広
が
り
つ
つ

住宅リフォーム助成申込受付

リサイクル団体による回収

一般質問

広
戸
恭
一

リ
サ
イ
ク
ル
団
体
回
収
補
助
金
の

　
　
復
活
を

板
垣
成
二

早
急
に
「
ナ
ラ
枯
れ
」
対
策
を
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あ
る
状
況
で
す
。

　

例
年
五
・
六
月
頃
に
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が

活
発
化
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
早
急
に
、
有
効
で

効
率
的
な
被
害
対
策
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
の
安
全
確
保
に

影
響
が
想
定
さ
れ
る
被
害

木
に
つ
い
て
は
、
優
先
的

に
対
策
を
行
い
ま
す
。

問
佐
田
中
学
校
は
昭
和
三
十
八
年
の

建
設
後
、
四
十
七
年
の
年
月
が
経

過
し
、
安
心
、
安
全
確
保
が
で
き
ず
、
早

急
な
改
築
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
佐
田
中

の
改
築
は
合
併
前
か
ら
佐
田
町
の
行
政
課

題
で
あ
り
、
多
く
の
関
係
者
の
議
論
の
中
、

「
佐
田
中
学
校
建
設
基
本
構
想
」
が
示
さ

れ
、
主
要
事
業
と
し
て
新
出
雲
市
に
引
き

継
が
れ
、
一
日
も
早
い
着
工
を
待
ち
望
ま

れ
て
い
る
。

　

今
後
の
改
築
計
画
（
財
源
も
）
は
、
誰

が
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
く
の
か
、
そ
し

て
「
基
本
構
想
」
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

教
育
長

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
二
カ
年
で
建

築
・
構
造
・
設
備
の
基
本
計
画
や
詳
細
設

計
を
行
い
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
工
事

着
手
し
ま
す
。
二
十
七
年
度
中
に
は
生
徒

が
新
校
舎
に
入
り
ま
す
。
財
源
は
国
の
補

助
金
と
過
疎
債
を
充
当
し
ま
す
。

　

「
基
本
構
想
」
を
活
か
し
、
「
具
体
的

な
施
設
づ
く
り
の
提
言
」
な
ど
地
域
の
意

見
を
参
考
に
進
め
ま
す
。

問
林
業
の
再
生
、
振
興
の
た
め
地
元

産
木
材
を
利
用
し
た
改
築
を
し
て

は
い
か
が
か
伺
う
。

教
育
長

　

地
元
産
木
材
を
利
用
す
る
に
は
建
築
単

価
、
強
度
、
必
要
な
量
の
確
保
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
活
用
の
方
向
に

つ
い
て
、
林
業
関
係
者
と
の
研
究
、
協
議

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
可
能
な
限
り

使
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
大
社
町
遙
堪
地
区
で
も
核
家
族
化

が
進
行
し
、
両
親
と
も
勤
め
て
い

る
家
庭
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現

状
か
ら
子
育
て
の
支
援
対
策
が
、
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

遙
堪
地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
と
運
営

に
関
わ
る
支
援
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺

う
。

教
育
長

　

市
と
し
て
も
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
十

分
理
解
し
て
い
ま
す
。
遙
堪
地
区
の
児
童

ク
ラ
ブ
設
置
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後

地
元
の
皆
様
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
整
備

に
向
け
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
二
十
人
規
模
の
施
設
を
建
設

す
る
に
は
、
三
千
二
百
万
円
程
度
の
経
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
整
備

に
は
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
有
利
な
財
源

を
充
当
し
て
お
り
、
遙
堪
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
設
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
施
設
整
備
補
助
金

は
、
既
に
県
の
調
整
が
終
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
要
望
さ
れ
て
い
る
平
成
二
十
四
年

四
月
の
開
設
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

ナラ枯れが拡大しつつある山林（佐田町）

平成16年11月に策定され
た佐田中学校建設基本構想遙 堪 小 学 校

一般質問

荒
木

　孝

早
期
の
佐
田
中
学
校
建
設
を
望
む

長
廻
利
行

遙
堪
地
区
に
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
を
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問
出
雲
市
中
心
市
街
地
（
中
核
都
市

拠
点
地
区
）
の
活
性
化
に
関
す
る

覚
書
が
平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日
に
、

本
市
と
出
雲
商
工
会
議
所
な
ら
び
に
出
雲

市
中
心
商
店
街
連
合
会
の
三
者
に
よ
り
締

結
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
年
六
月
の
超

大
型
店
「
イ
ズ
ミ
」
の
出
店
に
伴
い
、
共

存
共
栄
は
可
能
だ
と
い
わ
れ
た
中
心
商
店

街
は
急
激
に
疲
弊
し
て
き
て
い
る
。

　

先
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
評
価
委
員
会
に
お
い

て
、
不
要
と
判
定
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催

補
助
事
業
の
継
続
と
、
中
断
さ
れ
て
い
る

活
性
化
協
議
会
を
覚
書
に
従
い
早
期
に
開

催
す
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

産
業
観
光
部
長

　

イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
補
助
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

位
置
づ
け
や
目
的
、
補
助
対
象
経
費
、
補

問
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

人
が
人
を
支
え
る
人
間
関
係
づ
く

り
が
基
本
で
あ
り
、
そ
う
し
た
関
係
づ
く

助
率
な
ど
を
明
確
に
す
る
方
向
で
検
討
し

ま
す
。
覚
書
の
履
行
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

国
の
認
定
を
受
け
る
た
め
計
画
案
の
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
関
係
者
の
積

極
的
な
協
力
を
得
な
が
ら
、
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
早
期
認
定
を
目
指
し

ま
す
。

り
の
場
と
し
て
、
町
内
会
や
自
治
協
会
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か

し
、
自
治
協
会
の
加
入
率
は
近
年
急
速
に

問
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
、
島

根
原
子
力
発
電
所
の
百
二
十
三

件
の
点
検
不
備
が
報
道
さ
れ
、
私
は
ま

た
か
と
感
じ
た
。
さ
ら
に
、
経
済
産
業

省
原
子
力
安
全
保
安
院
の
指
示
に
よ

り
、
四
月
三
十
日
に
中
間
報
告
が
な
さ
れ
、

百
二
十
三
件
を
含
む
五
百
六
件
に
つ
い
て

点
検
時
期
の
超
過
、
そ
の
後
、
点
検
計
画

表
実
績
の
記
載
誤
り
、
点
検
実
施
の
評
価

が
無
い
こ
と
が
工
事
記
録
か
ら
判
明
し
た
。

不
具
合
は
千
百
五
十
九
件
に
も
の
ぼ
っ
て

い
る
。
中
国
電
力
は
ト
ラ
ブ
ル
の
都
度
、

安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
、
信
頼
回
復
に

全
力
で
取
り
組
む
と
言
う
が
、
信
頼
で
き

な
い
。

　

中
電
の
企
業
風
土
の
改
革
、
安
全
管
理

体
制
の
徹
底
、
原
子
力
安
全
協
定
締
結
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長

　

島
根
原
発
で
百
二
十
三
件
の
点
検
不
備

が
報
道
さ
れ
、
市
は
四
月
二
日
、
県
と
中

電
に
対
し
て
緊
急
情
報
伝
達
体
制
の
構

築
・
原
子
力
安
全
協
定
の
締
結
な
ど
、
安

全
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
し

ま
し
た
。
五
月
二
十
日
と
六
月
二
十
五
日

の
中
国
電
力
の
説
明
会
で
は
、
今
回
の
根

本
的
な
原
因
は
管
理
体
制
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
不
備
、
企
業
風
土
に
あ
り
、
今
後
全

社
あ
げ
て
管
理
体
制
な
ど
を
見
直
し
、
安

全
文
化
の
醸
成
を
図
り
、
信
頼
回
復
に
努

め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
は
現
時
点
で
は
原
子
力
安
全

協
定
の
締
結
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
緊

急
情
報
伝
達
体
制
構
築
に
向
け
、
事
務
レ

ベ
ル
協
議
を
重
ね
ま
す
。
今
後
、
原
子
力

安
全
協
定
締
結
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

中町あーけーど市

島根原子力発電所

一般質問

直
良
昌
幸

多
久
和
康
司

出
雲
市
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

　
関
す
る
覚
書
の
履
行
を

自
治
協
会
へ
の
加
入
促
進
の
支
援
を

西
村

　亮

島
根
原
子
力
発
電
所
の

　
安
全
対
策
と
課
題　
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減
少
し
て
い
る
。
地
域
で
行
う
防
災
訓
練

は
、
全
住
民
を
対
象
に
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
個
人
情
報
保
護
と
い
う
名
の
も
と

で
、
隣
近
所
の
名
前
や
家
族
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。
万
一
の
時
に
、
個
人
情
報
保
護
と
い

う
美
名
が
優
先
し
、
個
人
の
安
全
を
阻
害

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
自
治
協
会
へ
の

加
入
促
進
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　

現
在
、
市
で
は
、
副
市
長
を
長
と
し
た

町
内
会
加
入
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
町
内
会
加
入
促
進
対
策
に

関
す
る
全
庁
的
な
検
討
、
取
り
組
み
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
加

入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
市
民
窓

口
で
の
配
布
、
地
区
の
加
入
説
明
会
へ
職

員
が
出
か
け
る
な
ど
、
現
在
行
っ
て
い
る

加
入
促
進
策
の
内
容
に
つ
い
て
精
査
を
す

る
と
と
も
に
、
自
治
協
会
や
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
有
効
な
加

入
促
進
策
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
と
り
ま
と
め
次
第
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問
指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て
考

え
方
を
伺
う
。

総
合
政
策
部
長

　

選
定
に
つ
い
て
は
二
十
項
目
に
つ
い
て

調
査
、
評
価
し
、
受
託
実
績
や
指
定
管
理

料
の
見
積
額
を
加
え
総
合
的
に
判
断
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
住
民
団
体
に
よ
る
管
理

が
適
し
て
い
る
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
非

公
募
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
県
外
、
市
外
の
事
業
者
は
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
伺
う
。

総
合
政
策
部
長

　

今
議
会
に
提
案
し
て
い
る
も
の
を
含
め

て
二
件
で
す
。

問
業
務
委
託
先
が
市
外
に
移
る
こ
と

の
直
接
的
な
影
響
や
納
入
業
者
な

ど
へ
の
影
響
を
伺
う
。

総
合
政
策
部
長

　

市
の
総
合
的
な
発
展
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
、
地
元
産
品
の
積
極
的
な
利
活
用
を

提
案
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
市
内
外
を

問
わ
ず
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

問
再
雇
用
や
最
低
賃
金
の
保
証
は
ど

う
な
る
の
か
。
ま
た
継
続
性
を
担

保
す
る
必
要
は
な
い
か
伺
う
。

総
合
政
策
部
長

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の
管
理

を
安
定
し
て
行
う
人
員
が
確
保
で
き
る
か
、

最
低
賃
金
な
ど
の
労
働
関
係
法
規
は
遵
守

さ
れ
る
の
か
、
地
元
か
ら
の
雇
用
を
継
続

す
る
意
思
は
あ
る
か
な
ど
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

問
出
雲
市
議
会
が
、
昭
和
五
十
七
年

九
月
議
会
に
お
い
て
、
放
水
路
事

業
に
同
意
し
て
以
来
、
三
十
年
余
り
の
月

日
が
流
れ
、
上
流
の
ダ
ム
、
中
流
の
放
水

路
は
、
あ
と
数
年
で
完
成
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
国
・
県
は
、
同

意
時
の
六
条
件
を
順
守
す
る
と
言
っ
て
き

た
。
本
市
も
六
条
件
の
う
ち
、
二
項
目
の

大
橋
川
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
、
放
水
路
と

の
同
時
完
成
を
信
じ
て
今
日
ま
で
来
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
十
一
月
県
議
会
の
一
般

質
問
の
中
で
、
土
木
部
長
か
ら
同
時
完
成

は
、
難
し
い
と
の
所
感
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
十
カ
月
後
の
本
年
九
月
十
四

日
、
溝
口
知
事
が
本
市
を
訪
問
さ
れ
、
大

橋
川
拡
幅
完
成
せ
ず
と
も
放
水
路
で
の
分

水
の
要
請
が
あ
っ
た
。
市
と
県
と
の
治
水

三
点
セ
ッ
ト
を
ご
破
算
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
事
業
の
根
本
に
関
わ
る
問
題
で
あ

る
。

　

市
長
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
、
ど
の
よ 北 山 健 康 温 泉神戸川上流の志津見ダム

一般質問

多
々
納
剛
人

指
定
管
理
者
制
度
の
選
定

珍
部
全
吾

治
水
事
業
の
三
点
セ
ッ
ト
の

　
変
更
要
請
を
問
う
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問
猪
目
分
校
廃
校
の
理
由
と
時
期
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　

猪
目
分
校
は
、
学
校
施
設
全
体
が
老
朽

化
し
、
特
に
講
堂
は
安
全
面
に
大
き
な
懸

念
が
あ
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

大
規
模
改
修
に
よ
り
多
額
の
経
費
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
数
の
動
向
を

勘
案
の
う
え
、
本
年
度
を
も
っ
て
廃
校
と

し
、
新
年
度
か
ら
鰐
淵
小
学
校
へ
統
合
す

る
方
針
を
決
め
、
地
元
な
ど
と
の
協
議
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
本
校
と
分
校
相
互
の
教
育
機
能
と
、

分
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　

現
在
、
猪
目
分
校
の
児
童
三
名
は
、
週

に
二
日
と
半
日
、
本
校
の
鰐
淵
小
学
校
で

合
同
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
同

問
「
い
か
に
で
た
ら
め
な
実
績
報
告

書
か
は
、
各
機
関
、
団
体
、
自
治

委
員
に
照
合
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

利
用
さ
れ
た
方
々
は
、
迷
惑
千
万
で
怒
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
市
は
、
な
ぜ
実
績
報
告

を
改
め
て
検
証
し
な
い
の
で
し
ょ
う
」
と

い
う
住
民
の
方
の
声
も
あ
る
。
使
用
実
績

の
調
査
状
況
を
伺
う
。

地
域
振
興
調
整
監

　

正
確
な
利
用
実
績
の
把
握
は
困
難
で
し

た
が
、
主
要
団
体
の
定
期
的
な
利
用
実
績

は
あ
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
の
利
用
調
整
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

利
用
者
の
自
主
的
判
断
で
『
コ
ミ
セ
ン
』

と
『
フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も
』
と
の
使
い
分
け

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

問
市
か
ら
は
、
「
使
用
実
績
報
告
書

と
実
際
の
使
用
が
異
な
っ
て
い
た

こ
と
や
『
コ
ミ
セ
ン
』
が
空
い
て
い
る
の

に
、
『
フ
ロ
ー
ラ
』
が
使
用
さ
れ
て
い

た
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

不
使
用
は
も
ち
ろ
ん
、
「
覚
書
」
に
基

づ
か
な
い
使
用
に
つ
い
て
も
、
当
然
、
使

用
料
の
返
還
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

地
域
振
興
調
整
監

　

目
的
に
書
か
れ
た
と
お
り
に
使
用
さ
れ

て
な
く
て
も
、
過
去
の
経
緯
や
い
き
さ
つ

な
ど
か
ら
三
者
協
議
（
市
、
自
治
協
会
、

国
際
交
流
フ
ラ
ワ
ー
21
）
や
、
顧
問
弁
護

士
と
も
相
談
し
、
判
断
す
べ
き
と
思
い
ま

す
。

う
に
対
応
を
考
え
る
の
か
。

市
長

　

治
水
三
点
セ
ッ
ト
の
基
本
問
題
で
あ
る

六
条
件
の
順
守
を
地
域
住
民
も
信
じ
て
、

今
日
ま
で
本
事
業
に
協
力
を
し
て
き
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。
上
・
中
流
は
完
成
ま
で

あ
と
数
年
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
、
各
地

区
住
民
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
意
見
を
集

約
し
、
時
間
を
余
り
か
け
ず
に
方
向
性
を

見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
習
を
通
し
、
学
び
あ
い
に
よ
る
学
力
向

上
や
、
集
団
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

る
人
間
関
係
の
広
が
り
な
ど
の
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

分
校
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
避
難

所
や
集
会
、
交
流
の
場
と
し
て
、
あ
る
い

は
社
会
教
育
の
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
、

地
域
に
と
っ
て
思
い
出
や
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
る
大
切
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

廃
校
に
あ
た
っ
て
は
、
分
校
が
果
た
し
て

き
た
役
割
に
つ
い
て
地
区
の
皆
さ
ん
の
声

を
十
分
聞
き
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
協
議
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

エネルギーセンターなどの代償として、行政の5億円の補助で建設された民間の多目的会館。
「しまね花の郷」に隣接する「フローラいずも」

一般質問

狩
野
正
文

鰐
淵
小
学
校
猪
目
分
校
の
存
続
を

小
村
吉
一

不
透
明
な
『
フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も
』
へ
の
使
用
料
助
成

 

　
　
　
― 

使
用
実
績
の
精
査
を 

―
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福
岡
県
八
女
市
は
、
合
併
に
よ
り
総

面
積
が
山
間
部
も
含
め
四
八
二
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
、

二
十
七
・
五
％
を
超
え
通
勤
、
通
院
、
買

物
な
ど
日
常
生
活
の
中
で
人
の
移
動
が
困

難
な
た
め
、
定
住
に
不
可
欠
な
地
域
交
通

体
系
を
見
直
し
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

長
崎
県
佐
世
保
市
の
松
浦
鉄
道
㈱
は
、

昭
和
六
十
三
年
に
長
崎
、
佐
賀
両
県
と
民

間
の
運
輸
会
社
な
ど
が
出
資
し
て
開
業
し

た
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
鉄
道
会
社
で
あ

り
、
平
成
十
三
年
以
降
赤
字
補
填
が
続
く

中
、
沿
線
自
治
体
の
人
口
四
十
一
万
七
千

人
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
「
沿
線
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、

観
光
産
業
の
視
点
も
含
め
生
き
残
り
を
か

け
て
施
策
の
具
体
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

福
岡
県
宮
若
市
で
は
、
平
成
二
十
三
年

度
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、
現
在
工
事
中

の
九
州
自
動
車
道
本
線
と
直
結
す
る
ハ
ー

フ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
視
察
し
ま
し

た
。
福
岡
県
（
一
・
三
億
円
）
宮
若
市

（
四
・
二
億
円
）
西
日
本
高
速
道
路
㈱

　

歴
史
的
な
街
並
み
が
保
存
さ
れ
て
い
る

埼
玉
県
川
越
市
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。
川
越
市
は
江
戸
時
代
に
は

川
越
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
「
小
江

戸
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
神
社
仏
閣
、
旧

跡
、
歴
史
的
建
造
物
が
多
い

街
で
す
。

　

明
治
二
十
六
年
の
川
越
大

火
以
降
、
蔵
造
り
の
街
並
み

が
形
成
さ
れ
、
復
興
に
際
し

て
は
、
東
京
の
日
本
橋
の
街

並
み
を
模
倣
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
戦
災
や
震
災
を

免
れ
た
た
め
、
歴
史
的
な
街

並
み
が
残
っ
て
ま
す
。

　

平
成
元
年
頃
か
ら
、
市
民

と
研
究
者
に
よ
る
蔵
造
り
の

街
並
み
の
保
存
運
動
が
開
始

さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
蔵
造

り
の
街
並
み
周
辺
の
地
区
が
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
重
要
な
観
光
資
源
と
し

て
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蔵
造
り
の
ゾ
ー
ン
は
、
重

厚
な
蔵
造
り
の
街
並
み
の
見

学
に
、
平
日
な
が
ら
道
い
っ

ぱ
い
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

（
十
四
・
三
億
円
）
が
提
携
し
、
総
工
事

費
十
九
・
八
億
円
の
事
業
費
で
整
備
さ
れ

る
も
の
で
す
。
出
雲
市
に
お
い
て
も
、
平

成
二
十
四
年
度
に
は
バ
ス
交
通
体
系
を
整

理
、
来
年
七
月
に
は
一
畑
電
車
支
援
策
が

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

（
直
良
昌
幸

　
記
）

　

平
田
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
江

戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
木
綿
の
集
散

地
、
「
木
綿
街
道
」
の
保
存
を
活
か
し
た

観
光
戦
略
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

（
荒
木

　
孝

　
記
）

八女市乗合タクシー予約センター（福岡県八女市）

観光資源として活用されている蔵造りの街並み（埼玉県川越市）

行政視察報告

視
察
報
告

視
察
報
告

総
合
交
通
対
策
特
別
委
員
会

10
月
12
日
〜
10
月
14
日

〝
元
気
の
で
る
〞
地
域
生
活
交
通
を

観
光
産
業
振
興
特
別
委
員
会

11
月
８
日
〜
11
月
10
日

出
雲
神
話
観
光
大
国
を
創
造
し
、
観
光
交
流
人
ロ

一
千
万
人
の
実
現
を
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現
在
斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
事
業
は
、

上
流
の
ダ
ム
、
中
流
の
放
水
路
事
業
が
数

年
後
に
は
完
了
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
治
水
事
業
で
、
本
市
に
と
っ
て
今

後
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
が
神
戸
川
の
高

水
敷
の
有
効
利
用
で
す
。
こ
の
高
水
敷
は
、

合
流
点
よ
り
河
口
ま
で

右
岸
、
左
岸
各
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

幅
が
平
均
五
十
メ
ー
ト

ル
し
か
な
く
、
球
技
な

ど
に
は
不
向
き
で
す
が

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
な

ど
に
は
十
分
対
応
で
き

る
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
丸
亀
・

徳
島
・
阿
南
の
三
河
川

の
高
水
敷
利
用
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

徳
島
の
吉
野
川
は
、

川
幅
が
千
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
大
河
で
、
高
水
敷

も
二
百
メ
ー
ト
ル
も
あ

り
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー

場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
丸
亀
の
土
器
川
、

阿
南
の
桑
野
川
は
高
水

敷
の
幅
が
神
戸
川
と
類

似
し
て
お
り
、
利
用
方

法
が
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
河
川
と
も
、
立
派
に
管
理
さ
れ
、
市

民
の
河
川
へ
の
愛
着
が
良
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
や
は
り
市
民
の
理
解
・
協
力
が

一
番
重
要
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

（
珍
部
全
吾

　
記
）土 器 川 生 物 公 園（香川県丸亀市）

行政視察報告

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
対
策
特
別
委
員
会

11
月
９
日
〜
11
月
11
日

高
水
敷
利
用
・
管
理
の
あ
り
方
を
考
え
る

○：賛成、●：反対、除斥：議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。
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之
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狩
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小
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一

大
国
陽
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松
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守

萬
代
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正
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一
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代
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良
昌
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司
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長
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之
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議第  ４８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ４９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５５号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ５９号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥

議第  ６０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥

議第  ６１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長議第  ６２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第  ６３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ６４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥
議第  ６５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長議第  ６６号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

〈採決の結果〉
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本
市
で
は
、
「
出
雲
市
水
道
事
業
基
本

計
画
（
平
成
十
九
年
度
〜
平
成
四
十
年

度
）
」
に
基
づ
き
第
六
次
拡
張
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
雲
地
域
は
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
は
比
較
的
低
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
平
成
十
九
年
度
の
管
路

の
耐
震
化
率
も
約
一
％
と
非
常

に
低
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
先
進
的

に
耐
震
化
が
図
ら
れ
て
い
る
、

埼
玉
県
越
谷
市
・
松
伏
町
で
構

成
さ
れ
て
い
る
「
越
谷
・
松
伏

水
道
企
業
団
」
の
取
り
組
み
を

研
修
し
ま
し
た
。
企
業
団
で
は

平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
地
震
を
契
機
に
水
道
管

の
耐
震
化
が
急
速
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

　

結
果
、
平
成
二
十
一
年
度
末

の
耐
震
化
率
は
四
十
・
三
％
と

な
り
、
平
成
二
十
七
年
度
末
に

は
五
十
％
の
目
標
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
耐
震
化
に
は
多
額

の
事
業
費
と
事
業
実
施
に
長
い

年
月
を
要
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
「
出
雲
市

水
道
事
業
基
本
計
画
」
に
耐
震

化
対
策
を
明
確
に
位
置
付
け
、

第
六
次
拡
張
事
業
計
画
で
掲
げ
る
「
老
朽

管
の
更
新
・
緊
急
時
対
策
・
石
綿
管
の
更

新
」
時
に
、
積
極
的
に
耐
震
化
を
図
る
べ

き
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

（
山
根
貞
守

　
記
）耐震化対策の説明を受ける建設水道委員（越谷・松伏水道企業団）

行政視察報告

建
設
水
道
委
員
会

11
月
17
日
〜
11
月
19
日

管
路
の
耐
震
化
対
策
の
取
り
組
み
を
調
査

番  号 件　　　　   名 審議
結果

賛
成
反
対

平成22年度（2010）第３回定例会
決議第１号 飲酒運転撲滅の議員誓約に関する決議 原案可決 32 0
承第    ６号 専決処分の承認について（平成２２年度（2010）出雲市一般会計第４回補正予算） 承　認 32 0
議第  ４３号 平成２２年度（2010）出雲市一般会計第５回補正予算 原案可決 32 0
議第  ４４号 平成２２年度（2010）出雲市国民健康保険事業特別会計第２回補正予算 原案可決 32 0
議第  ４５号 平成２２年度（2010）出雲市簡易水道事業特別会計第１回補正予算 原案可決 32 0
議第  ４６号 平成２２年度（2010）出雲市下水道事業特別会計第２回補正予算 原案可決 32 0
議第  ４７号 平成２２年度（2010）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第１回補正予算 原案可決 32 0
議第  ４８号 平成２２年度（2010）出雲市水道事業会計第１回補正予算 原案可決 32 0
議第  ４９号 平成２２年度（2010）出雲市病院事業会計第１回補正予算 原案可決 32 0
議第  ５０号 出雲市スポーツ施設条例の一部を改正する条例 原案可決 32 0
議第  ５１号 出雲市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 32 0
議第  ５２号 立久恵峡わかあゆの里の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 32 0
議第  ５３号 出雲市消防本部手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 32 0
議第  ５４号 出雲市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 原案可決 32 0
議第  ５５号 出雲市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決 29 3
議第  ５６号 出雲市外部監査契約に基づく監査に関する条例 原案可決 32 0
議第  ５７号 出雲市トキとの共生まちづくり基金条例 原案可決 32 0
議第  ５８号 浜山湧水活用施設の設置及び管理に関する条例 原案可決 32 0
議第  ５９号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲国際交流会館） 原案可決 26 5

議第  ６０号 公の施設の指定管理者の指定について（大社文化プレイスうらら館、出雲市民会館、ビッグハート出雲、
平田文化館） 原案可決 30 0

議第  ６１号 公の施設の指定管理者の指定について（さんぴーの出雲） 原案可決 32 0
議第  ６２号 公の施設の指定管理者の指定について（平田福祉館） 原案可決 32 0
議第  ６３号 公の施設の指定管理者の指定について（スサノオホール） 原案可決 32 0
議第  ６４号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲文化伝承館、平田本陣記念館） 原案可決 30 0
議第  ６５号 公の施設の指定管理者の指定について（佐田伝統芸能伝承館「文化練習館」、佐田スポーツセンター） 原案可決 32 0
議第  ６６号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲体育館、出雲プール、サン・アビリティーズいずも） 原案可決 27 5

〈採決の結果〉
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採決の結果

番  号
飯
塚
俊
之

板
垣
成
二

狩
野
正
文

木
佐　

宏

西
村　

亮

小
村
吉
一

大
国
陽
介

松
村
豪
人

遠
藤
力
一

山
根
貞
守

萬
代
輝
正

板
倉
一
郎

多
々
納
剛
人

川
上
幸
博

曽
田
盛
雄

福
代
秀
洋

広
戸
恭
一

直
良
昌
幸

坂
根　

守

板
倉
明
弘

萬
代
弘
美

勝
部
順
子

米
山
広
志

宮
本　

享

原　

隆
利

多
久
和
康
司

荒
木　

孝

長
廻
利
行

古
福
康
雅

珍
部
全
吾

杉
谷
寿
之

寺
田
昌
弘

山
代
裕
始

議第  ６７号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議
　
長

議第  ６８号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議第  ６９号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議第  ７０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ７１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ７２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ７３号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議第  ７４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ７５号 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議第  ７６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ７７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ７８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ７９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第  ８７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第  ８８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ８９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ９０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議第  ９１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議第  ９２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ９３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ９４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ９５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ９６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第  ９７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第  ９８号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第  ９９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１００号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１０１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥

議第１０２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

議第１０３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第１０４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１０５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１０６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１０７号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１０８号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１０９号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１１０号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第１１１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
推第    １号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮第   ５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願第６号 ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願第７号 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○
請願第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
陳情第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
陳情第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
陳情第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
陳情第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
意見書第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書第５号 ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○
○：賛成、●：反対、除斥：議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。
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採決の結果

番  号 件　　　　   名 審議
結果

賛
成
反
対

議第  ６７号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲西部体育館、長浜中央公園） 原案可決 26 6
議第  ６８号 公の施設の指定管理者の指定について（湖陵体育センター、湖陵運動広場、湖陵総合公園） 原案可決 27 5
議第  ６９号 公の施設の指定管理者の指定について（稗原運動広場） 原案可決 26 6
議第  ７０号 公の施設の指定管理者の指定について（平田テニスコート、平田ニュースポーツ広場、平田愛宕山庭球場） 原案可決 32 0
議第  ７１号 公の施設の指定管理者の指定について（大社健康スポーツ公園） 原案可決 32 0
議第  ７２号 公の施設の指定管理者の指定について（宍道湖公園多目的棟） 原案可決 32 0
議第  ７３号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲健康公園） 原案可決 28 4
議第  ７４号 公の施設の指定管理者の指定について（平成スポーツ公園） 原案可決 32 0
議第  ７５号 公の施設の指定管理者の指定について（すぱーく出雲、出雲市北山健康温泉保養施設） 原案可決 24 8
議第  ７６号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市多伎地域福祉センター） 原案可決 32 0
議第  ７７号 公の施設の指定管理者の指定について（湖陵福祉センター） 原案可決 32 0
議第  ７８号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市南部福祉センター） 原案可決 32 0
議第  ７９号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市多伎介護予防リハビリテーションセンター） 原案可決 32 0
議第  ８０号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市佐田老人福祉センター「潮の井荘」） 原案可決 32 0
議第  ８１号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市生活支援ハウス） 原案可決 31 0
議第  ８２号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市佐田認知症高齢者デイサービスセンター「ひだまりの家」） 原案可決 31 0
議第  ８３号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市湖陵デイサービスセンター） 原案可決 32 0
議第  ８４号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市伊野児童館） 原案可決 32 0
議第  ８５号 公の施設の指定管理者の指定について（いずも福祉用具プラザ） 原案可決 32 0
議第  ８６号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市湖陵保健福祉センター） 原案可決 32 0

議第  ８７号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市タラソテラピー（海洋療法）施設、見晴らしの丘公園、道
の駅キララ多伎、多伎いちじく温泉、多伎ふれあい広場） 原案可決 32 0

議第  ８８号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市すさのおの郷、出雲市目田森林公園） 原案可決 32 0
議第  ８９号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市八雲風穴公園） 原案可決 32 0
議第  ９０号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市国民宿舎「国引荘」） 原案可決 30 2
議第  ９１号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市クアハウス湖陵） 原案可決 31 1
議第  ９２号 公の施設の指定管理者の指定について（パルメイト出雲及び公開空地） 原案可決 32 0
議第  ９３号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市飯の原農村公園） 原案可決 32 0
議第  ９４号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市うさぎ森林公園） 原案可決 32 0
議第  ９５号 公の施設の指定管理者の指定について（佐田総合資源リサイクル施設） 原案可決 32 0
議第  ９６号 公の施設の指定管理者の指定について（真幸ヶ丘公園） 原案可決 32 0

議第  ９７号 公の施設の指定管理者の指定について（愛宕山公園（平田愛宕山野球場、平田愛宕山プール、平田愛宕
山庭球場及び平田本陣記念館以外の公園施設）） 原案可決 32 0

議第  ９８号 公の施設の指定管理者の指定について（斐伊川河川敷公園） 原案可決 29 3
議第  ９９号 公の施設の指定管理者の指定について（神西親水公園） 原案可決 32 0
議第１００号 公の施設の指定管理者の指定について（手引ヶ丘公園） 原案可決 32 0

議第１０１号 公の施設の指定管理者の指定について（出雲市駅北駐車場、出雲市駅高架下駐車場、出雲市駅南駐車
場、出雲市駅北口広場駐車場、出雲市駅南口広場駐車場、出雲市駅東駐輪場、出雲市駅西駐輪場） 原案可決 31 0

議第１０２号 公の施設の指定管理者の指定について（湊原体験学習センター等） 原案可決 32 0

議第１０３号 工事請負契約の締結について（出雲市デジタル式防災行政無線（同報系）整備事業佐田・多伎・湖陵・
出雲南部地域設備工事（電気通信）） 原案可決 32 0

議第１０４号 うさぎ森林公園の遊具による事故に係る和解及び損害賠償額の決定について 原案可決 32 0
議第１０５号 市道路線の廃止について 原案可決 32 0
議第１０６号 市道路線の認定について 原案可決 32 0
議第１０７号 平成２２年度（2010）出雲市一般会計第６回補正予算 原案可決 29 3
議第１０８号 出雲市及び簸川郡斐川町の廃置分合について 原案可決 29 3
議第１０９号 出雲市及び簸川郡斐川町の廃置分合に伴う財産処分に関する協議について 原案可決 29 3
議第１１０号 出雲市及び簸川郡斐川町の廃置分合に伴う議会の議員の定数に関する協議について 原案可決 29 3
議第１１１号 市長及び副市長の給与の特例に関する条例 原案可決 32 0
推第    １号 出雲市農業委員会委員の推薦について（米山広志氏） 推　薦 31 0
諮第   ５号 人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（清水正顯氏、岩﨑光郎氏） 同　意 32 0
請願第６号 住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充を求める請願（意見書提出） 不採択 26 6
請願第７号 「交通基本法」制定に関する請願（意見書提出） 不採択 23 9
請願第８号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出を求める請願 採　択 32 0
陳情第５号 市道北本町谷田谷線の整備促進についての陳情 趣旨採択 32 0
陳情第６号 保育環境および保育制度の充実に関する陳情 採　択 32 0
陳情第７号 遙堪児童クラブの新規施設整備並びに設置・運営に関する支援措置についての陳情 採　択 32 0
陳情第８号 神戸川上流部の県管理区間の国直轄管理への変更についての陳情 採　択 32 0
意見書第３号 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決 32 0

意見書第４号 農林水産業への十分な配慮なくしてＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉に参加することに反対
する意見書 原案可決 31 1

意見書第５号 国民健康保険の国庫負担増額を求める意見書 否　決 14 18
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みなさまのご理解をお願いします。

24

議会活動・編集後記

議会に関してのお問い合わせは

出雲市ホームページの中の  出雲市議会  をクリック

　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意
見をお寄せください。より充実した紙面づくりの参考と
させていただきます。

TEL：（0853）21-6579
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/

メール：gikai@city.izumo.shimane.jp

FAX：（0853）21-6251

出 雲 市 議 会 事 務 局

議会活動（10月～12月に開催された会議）

10月 1日(金)
4日(月)
5日(火)
6日(水)
8日(金)
12日(火)
13日(水)
14日(木)

15日(金)

18日(月)
22日(金)

25日(月)

26日(火)
27日(水)
29日(金)

環境経済委員会協議会
議会運営委員会、広報委員会
山陰都市連携協議会
広報委員会
広報委員会
広報委員会
島根県市議会議長会定期総会
全国自治体病院経営都市協議会第６回地域
医療政策セミナー
文教厚生委員会協議会
神戸川発電用水検討協議会　意見交換会
堀川水系対策協議会
一畑電車沿線議員連絡協議会　市民意見
交換会（出雲会場）

三市議会（津山市・諫早市・出雲市議会）交流会議

議会運営委員会
観光産業振興特別委員会
一畑電車沿線議員連絡協議会　市民意見
交換会（松江会場）

11月１日(月)
２日(火)

４日(木)

8日(月)
12日(金)
22日(月)

30日(火)

12月６日(月)
８日(水)
17日(金)

20日(月)
　　24日(金)

第127回中国市議会議長会臨時総会
出雲・斐川合併特別委員会
理事会
全員協議会
議会運営委員会
全国市議会議長会基地協議会第７４回
理事会
理事会
全国市議会議長会第89回評議員会
議会運営委員会
理事会
出雲・斐川合併特別委員会
議会運営委員会､全員協議会
議会運営委員会
総合交通対策特別委員会
理事会
議会運営委員会
全員協議会
広報委員会

広
報
委
員
会

委
員
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狩
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吉
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山
根
　
貞
守

川
上
　
幸
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広
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恭
一

直
良
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幸

勝
部
　
順
子

多
久
和
康
司

古
福
　
康
雅

坂
根
　
　
守

山
代
　
裕
始

編
集
後
記

　
十
二
月
定
例
議
会
は
、
長

年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
出

雲
市
と
斐
川
町
の
合
併
議
案

が
可
決
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本

年
の
十
月
一
日
か
ら
人
口
十

七
万
二
千
人
余
り
の
新
し
い

出
雲
市
が
誕
生
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
と
紆
余
曲
折
は
あ
り

ま
し
た
が
、
合
併
後
は
新
市

の
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
、

全
市
民
の
皆
様
が
合
併
を
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け

る
新
出
雲
市
が
一
日
も
早
く

到
来
し
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

望
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
、
日
本
経
済
は

長
引
く
景
気
低
迷
の
中
、
人

件
費
の
切
り
下
げ
、
新
卒
者

の
就
職
氷
河
期
を
迎
え
る
な

ど
か
つ
て
な
い
厳
し
い
新
年

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
一
日
も

早
い
景
気
回
復
を
心
か
ら
望

む
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
会
も
、

現
実
を
直
視
し
、
で
き
る
だ

け
わ
か
り
や
す
く
市
民
の
皆

様
に
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
山
根
貞
守
　
記
）

いずも市議会だより　23号

年賀状などのあいさつ状の禁止 公職選挙法により、議員は、当該選挙区の人に対し、年賀状などのあいさつ状を出
すことが禁じられています。 （答礼のための自筆によるものは、除かれます。）

葬儀の際の花輪、供花の禁止 公職選挙法により、葬儀の際に花輪、供花を相手方に対して出すことは禁止されて
います。

代表焼香・弔電の自粛 出雲市議会では、申し合わせにより葬儀の際の｢参列者代表焼香｣、｢弔電｣を自粛
しています。


